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1. 戦前・戦中の 日本語日本文化講座 

戦前，戦中に 欧米諸国で開講された 日本語・日本文化講座には、 主として、 現 

地教授陣による、 実践力 め 養成をめざした 地域研究の一環としての 日本語教育が 

あ った。 一方、 日本との交流事業の 中で、 日本人講師の 派遣に伴い、 新規にポス 

トが設けられ、 単発的に開講されるものもあ った。 この場合は、 大学間協定や 交 

流 プロバラムによって 派遣された交換教授や 交換学生が関わった。 これらの文化 

事業に対する 助成は、 1935 年、 外務省欧亜周文化事業部に 国際文化事業を 担当す 

る第二課が置かれると 活発化した。 。 

助成事業の一例として、 当時同盟国であ ったドイツを 例に挙げると、 東京帝国 

大学の伊東忠太は、 1937 年ベルリン日本学会第一主事としてドイツ 各地の大学で 

日本建築について 講じた。 また、 北山淳 友は 、 1931 年からフランクフルト 大学で 

日本語・日本文化の 講義を、 1941 年よりマールブルバ 大学で宗教史や 日本語講座 

を担当した。 彼らは、 日本語や日本文化講義の 担当を目的に 渡 独 した " 。 

これに対し、 研究の場を求めて 渡欧し、 後に、 日本語・日本文化の 教授に従事 

するようになった 者がいる， ) 。 ギリシャ文献学の 岩倉 具實は 、 給費留学生として べ 

ルリン大学で 学び、 1941 年からは、 ハ イ デルベルバ大学で 日本語を担当した。 京   

都 大学でドイツ 文学を専攻した 大賀 小 四郎は、 給費留学生として 学ぶ傍ら、 1935 

年よりライプツ   イ ソ ヒ 大学で日本語や 日本史を教えた。 同じく、 給費留学生とし 

て 漉油した松本徳明は、 ，研究を終えた 後、 1931 年よりボン大学で 東方文化や仏教 

ほ ついて教えた。 ヮ ルシャ ヮ 大学でスラブ 語学を学んでいた 守屋 長は 、 第二次世 

界 大戦勃発直後、 ドイツに渡り、 1939 年よりフランクフルト 大学で日本語を 教え 

た 。 また、 ベルリン大学、 イェナ大学等でカント 哲学を学んでいた 篠原正瑛は 、 
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1944 年より べ ルリンの 丸 テンブリンにあ る ョハ ヒムスタール・ギムナジウムで 日 

本語を教えた。 

一方、 ドイツ以覚の 地で日本語を 教えるよ う になった者もいる。 ベルリン大学、 

及び、 フライブルバ 大学で哲学を 学んでいた桑木 携 は、 1941 年よりフィンランド 

のへ ルシンキ大学で 日本文化・日本語講座を 担当した。 このように、 当時の ドィ 

ッを中 ，いとした地域で 日本語講座を 担当した者・の 中には、 留学生として 渡欧し 、 

後に日本語教授に 携わるよ う になった者も 少くない。 

本稿では、 ドイッに学んだ 後、 フィンランドで 日本文化や日本語を 教えた桑木 

を取り上げ、 戦中、 日本人による 日本文化に関する 講義の事例として、 桑木が へ 

ルシンキ大学で 行った講義の 概要を紹介する。 

2 。 ヘルシンキ大学における 

桑木 務 (1913-2000) は、 1941 年 9 月、 客員教授としてへルシンキ 大学に着任し 

ため。 戦争の最中で 大学の授業は 休講であ ったが、 翌 1942 年の秋には、 大学が再開 

し 正式な大学の 講義が始まった。 その間、 端日協会や日本大使館主催の 催しで 

「日本史の基調」と 題して講演を 行った 他 " 、 一般市民向けに、 「現代の日本」と 題 

して 3 回の連続講座が 行われた。 尚 、 日本語講座は、 翌 1943 年に開設され、 初級 コ 

一ス 及び、 初級継続コースが 1944 年秋まで継続された ( 小川 2001:104) 。 

1942 年秋に開講された 日本文化講座のタイトルや 講義日程の一部は、 桑木の ド 

イソ 語による講義録、 及び、 ヘルシンキの 新聞に掲載された 講義案内、 桑木の回 

想 録を辿ると、 次のよ う であ る。 

明治維新の精神 ( 全 4 回 ) 

1. 1942 年 m1 月 3 日明治天皇の 治績 

2. 1942 年 m1 月 14 日鎖国政策の 背景 

3. 1942 年 11 月 21 日徳川期の社会・ 経済・文化 

4. 1942 年 m1 月 28 日鎖国徳川知の 精神ルネッサンスとその 系譜 

日本文化の展開 ( 全 4 回 ) 

1. 1942 年 11 月 6 日民族文化と 世界文化の一貫性 

2. 1942 年 m1 月 13 日日本文化の 展開 
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3  .  1942 年 m1 月 20 日宗教的基礎 

4. 1942 年 11 月 27 日「明治維新の 精神」の補完 

「明治維新の 精神」は、 「日本文化の 展開」と平行して 1942 年の 11 月からそれぞ 

れ 4 回にわたり行われた。 ) 。 この後、 1943 年 2 月からは、 「武士道」と 題した講義が、 

1944 年 1 月からは、 「神道」と題した 講義が続くが、 いずれも精神文化をテーマ と 

している。 当時の日本文化の 講義については、 特にドイツで 行われたものについ 

て、 次のような指摘があ る。 

「 30 年代ドイツの 大学における 日本学科は、 中世の作品 " を 多く取り上げてい 

る 。 テーマは天皇制等であ るが、 これは、 当時の日本の 大学の国文学科の 

場合と大差はない。 ただ、 テーマは、 派遣された日本人教授によってだけ 

ではなく   ドイツ人の大学教授も 自ら選択している。 」 ( シヤウベッカ 一 

1994:299) 

日 独文化協定締結以降、 政治的 力 が交流全体を 操作し支配しはじめ、 互いの精 

神文化の浸透を 目的としていたという 背景 か引 、 桑木のテーマの 選択は、 当時日 

独の政治レベルで 強く期待されていたものでもあ ったと推測される。 

次節では、 日独交換学生としてドイツで 哲学を学んでいた 桑木が、 フィンラン 

ドヘ 渡り、 日本についてどのような 講義を行ったのか、 1942 年の大学再開後はじ 

めての日本文化講座「明治維新の 精神」を 、 一つの事例として 紹介する。 本稿で 

扱 う 資料は、 ドイツ語によるタイプ 打ちされた講義録の 原本であ る。 分量は、 B4 

サイズで 15 枚あ り、 主として日本語による 手書きの書き 込みが随所に 見られる。 

本稿では、 紙幅の関係で、 講義録の逐語訳ではなく、 概要を紹介するにとどめる。 

しかし、 日本式表記法で 記された固有名詞の 表記をはじめ、 聴衆への問いかける 

ど 講義の趣旨を 損なわないよう、 可能な限り、 原文に忠実に 再現する， ， 。 
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義 録の要旨 "The  Spirit  of  Me さ zi-Isin" 

  

 
 

I ， Lecture ， 03.@November@ 1942 

Ladi   s@and@Gent@   me Ⅱ     

It@ @@   a@ great@ honor@to@ be@ 8l   wed,@ as@ a@ guest@ professor,@ l   cturi   g@ about 

Japanese@ CUture@ at@ th Ⅰ   U Ⅱ     ver$ty ， I@ have@ se Ⅰ   cted@ two@ themes@ for@thi   

semester:@ "The@SPrit@of@Mei   i   l   i   "@ and@ "Evo@   ement@of@Ni   pon's@CUture" ， 

The@ ana Ⅰ   s@@   of@these@themes@will@ hGp@you@ to@ understand@ the@ma@@   stream@ of 

Japanese@ @   t0   Ⅰ   ctu@@   hi   tory ， Both@ themes@ comPement@ each@ other ， @@   my 

l   cture,@ I@ will@ gi   e@ the@ answer@ to@ the@ queston@ on@ how@ Japanese@ cUture 

dev0oped ・ 

It@@@   my@i   tenti   n@to@di   cuss@the@sPrit@of@Mei   i   *   i   ， Today@@@   the@Mei   i-setsu, 

one@ of@the@ four@ important@ nati   n3@   HOidays@ @@   Japan ， The@ 122nd@ Japanese 

Emperor@named@ Mei   i-tenno@was@born@ exact@@   90@years@ago@ @@   Kyoto ， He@was 

truy@the@l   ader@of@the@New@Japan,@because@he@was@the@head@of@M9Z-4   i   ， Hi   

p0iti   s@has@brought@Japan@i   to@b@@   reversa   ， It@@@   impos65e@to@understand@the 

characteri   t@@   of@ modern@Japan@without@the@comprehen$on@of@Mei   i- ⅠⅠ・ 

Frst@of@8l@the@meani   g@of@the@word@ "Mei   i- Ⅰ   i   "@ :@ "Mei   @@     @@   the@name@of@hi   

e Ⅱ a. lt lasted  f ア om  1868  untll 19 Ⅰ 2@ @t)s  meanlng  could  be  lnterp Ⅱ et as 

  
@l Ⅰ   mi   ates@poiti   s" ・ The@meani   g@of@@sn"@ 4@   about@ "novat@   n@or@reform" ， 

The@recovery@of@the@ Ⅰ   peri   l@ Power@@@   1867/1868@is@the@ Ⅱ     stori   al@ meaHng@of 

"Mei   i-l   i   " ， To@be@more@thoroug Ⅱ     The@Syogun@Tokugawa-YoSnobu@requested 

to@be@a   Ⅰ   wed@to@gi   e@the@soverei   nty@back@to@the@Tenno@on@09.@November@1867. 

T Ⅱ     s@request@was@at@once@accepted ・ 

The@Imperi   l@ edi   t@turned@ up@on@03.@January@1868.@Therewith@government 

("Bakuhu")@ Mi   amoto-Yoritomo@i   iti   ted@ @@   1192.@was@di   esta5i   hed ， There 

has@ not@ been@ other@ i   Odent@ @@   wor@@   hi   tory@ li   e@th@@   revers6   ，Ⅰ   @@   cal   d 
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"Me Ⅰ   i   restoraton" @   Europe, though @   was not‖ ronstatement of》he 

di   pol   d．ynasty ， The！mperi   l：ami Ⅰ   was《nce゛apan ， s’oundi   g『ithout 

resPti   g@the@head@of@the@state ， Even@the@most@powerfU@   Syogun@was@not@8l   wed 

to’orget》hat”e”ad‖《over0gn ・ However,”@   warrants『ere｜ound Ⅰ   ss ， So, 

Tenno'@s@posture@was@i   deed@on@@   a@symb0   ，Ⅰ   was@necessary@that@ Tenno@got 

back@the@governance@@@   al@ respects ・ On@@   @@   th@@   sense@th@@   restorati   n@ @@   the 

poiti   3@   revers9   ， 

It@was@a@thorough@ reform ， The@o@@   feudai   t@@   system@ was@ab0i   hed;@the 

p0iti   s@of@sof-compartmentai   ati   n@was@abrogated ・ So.@ after@200@years@the 

country@returned@to@the@wor@@   and@started@to@have@di   4   mat@@   and@ i   ternati   na   

rel   ti   ns@agan ， Certan@@   it@was@a@sudden@and@ Ⅴ     t@@   change@@@   Japan's@hi   tory ， 

Japan@was@ab@@   to@perform@the@poit@@   of@s0f-compartment8i   ati   n,@because@it 

@@   an@ i   s      ar@state@ and@ it@ @@   far@away@from@ Europe,@ whi   h@ was@the@ center@of 

i   ternati   n@@   trade@dur Ⅰ   g@that@time ・ Dur Ⅰ   g@those@peri   d@the@Japanese@had@on4   

sketchy@assooati   ns@ with@ for0gn@ countri   s ， The@Japanese@ sof-confi   ence 

awoke@ @@   1853.@ when@ an@American@ squadron@ dropped@ anchors@ @@   Uraga-Bay, 

Oose@to@Yedo@(now@Tokyo),@the@p0iti   G@   center@at@that@time ・ 

The@more@Japanese@reali   ed@the@western@cUture@the@more@they@were 
attracted ， Japanese@has@then@bo Ⅰ   @@   deCded@to@merge@the@comPete@@   6fferent 

c      ture@to@thor@anti   ode ・ The@restorati   n@ had@ to@ stop@ by@the@ be9nni   g@ of@the 

Mei   i-Era ， But@the@reform@has@started@duri   g@th@@   time@and@ Ⅰ   still@appeai   g ， We 

have@to@study@the@tempor8@   and@spati   l@ background,@ if@we@want@to@ understand 

the@hi   tori   @@   character@of@Mei   i- ⅠⅠ   ， Ⅰ   @@   surpri   i   g@that@ Feudai   m@was@hod 

that@4   ng@ Ⅰ   Japan ， The@chi   ary@went@down@ Ⅰ     t@by@ Ⅰ     t@@@   Europe@by@the@i   vent Ⅰ   n 

of@firearms ， 

There@ m Ⅰ   ht@still@ be@chi   ary@@@   Japan@ @@   the@feudai   t@@   system@ had@ been 

adequate@@   reformed,@ because@the@Japanese@chi   ary@ Ⅰ   @@   our@temper@and 

blood ， If@we@want@to@be@able@to@understand@the@past@70@years ， it@is@important@to 
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know@that@Japan@had@contact@Wth@ Europe@by@the@mi   Ue@of@the@16th@century ・ 

However,@we@al   o@have@knowl   dge@about@European@hi   tory,@espec Ⅰ   l Ⅰ   about@the 

Renai   sance,@ the@ di   covery@ of@ the@ seaway@ to@ India,@ and@ i   s@ cul   ur6   

backgrounds ， The@importance@@@   the@structure@and@ cUture@of@SpGn,@ PortugG, 

Engl   nd,@ and@ HOl   nd,@ because@these@countri   s@ p Ⅰ   y@a@very@important@part@i   

ASa@at@that@time ， So,@we@will@be@ab@@   to@recogHze@@@   whi   h@way@Japan@has@got@i   

COntaCtW は h 巨 U ァ OPe. 

The@ importance@ @@   the@ dev0opment@ @@   Europe,@ the@ accruement@of@ states@ i   

modem@sense@dur4   g@the@19th@century,@and@the@econom@@   boom@by@the@ Ⅰ   dustri   l 

Revol   ti   n ， On@@   if@we@ know@th@@   background,@ we@will@ be@ ab@@   to@ understand 

Japan's@ poiti   s@duri   g@the@centuries:@ l   s@atti   ude@towards@ Europe@and@ the 

European@states@ Ⅰ   the@begi   Hng,@when@they@started@to@push@thor@power@to@the 

East,@ the@ sof-compartmentGi   ati   n,@ and@ fi   8@@   the@ reopeni   g@ of@the@ country, 

and@the@evol   ement@of@th@@   modem@state@until@the@present ， 

We@have@to@as@@     How@d@@   Japan@ori   ntate@itsof@i   to@the@European@c Ⅰ   il Ⅰ   ati   n 

@@   the@begi   Ung?@Th@@   @@   a@very@comp@   x@questi   n ， So,@ I@ wo Ⅰ   d@ li   e@to@gi   e@an 

exampl   :@The@@   unch@of@fi   e@arms@@@   Japan 。 I@am@of@the@opi   i   n@that@th@@   @@   a@very 

i   teresti   g@and@ i   structi   e@exampl   ・ So@we@will@ be@ab@@   to@es@mate@Japan's 

attitude@to@European@CUture ・ 

Frearms,@ printi   g@ offi   e,@ and@ compass@were@the@ mGn@ foundati   ns@ of@the 

Renai   sance ， Frearms@were@the@first@witness@of@European@CUture@that@came@to 

Japan@and@had@a@great@i   f Ⅰ   ence@of@its@evo Ⅰ   ement ， @@   Ⅰ   q Ⅱ     te@certa@@   that@there 

were@no@firearms@@@   Japan@before@1542.@The@odest@source@@@   the@ "Teppook", 

whi   h@was@written@by@the@monk@Nampo ， He@descri   es@how@the@firearm@came@to 

Japan@@@   1543@ (on@the@25th@day@of@the@8th@month@of@the@12th@year@of@Temmon Ⅰ   A 

Ⅰ     g@s Ⅱ     p@anchored@@@   the@Bay@of@Ni   imura@on@Tanega6ma-l   l   nd ， The@ European 

merchants@ l   aded@ it:@ Mura@ Jukuscha@ and@ KiiSta@ da@ Mora ・ They@ had@ i   on 

firearms ． The@fabri   at4   n@of@firearms@spread@over@Japan ， Tat Ⅰ   anaya@Matasaburo 
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(ca*   d@Teppoo@Mata),@a@merchant@from@Sak@@     (wh Ⅰ   h@ Ⅰ   Cose@to@osaka), 

promoted@the@spread ， Sak@@was@the@center@of@forogn@trade@at@that@time@and@had 

become@the@center@of@the@fabri   ati   n@of@weapons@too ， @@   was@the@we8thi   st@oty 

@@   the@country@at@that@time ， 

II ， Lecture ， 10.@November@ 1942 

Ladi   s@and@Gentl   meH     

We@have@di   cussed@the@contours@of@Mei   i- Ⅰ   @@   l   st@time@ (...)@ and@ have@now 

come@to@answer@the@questi   Ⅱ     How@was@Japan@ab@@   to@produce@arms? 

Ⅰ   had@ a@hi   h Ⅰ   devooped@ b Ⅰ   cksmith@ i   dustry,@whi   h@ produced@ swords,@and 

was@very@qui   k@to@reconvert@its@producti   n ， 

I@woUd@li   e@to@di   cuss@about@Japan's@sof-compartmentai   ati   n@from@the@17th 

century@until@the@19th@century@now ， Before@we@understand@th@@   p0iti   s,@we@have 

to@care@about@three@headi   gS     

1)@ The@for0gn@aff8rs,@espe08@@   to@Span 

2) Christianity 

3)@ The@home@politics@of@the@Tokugawa ， Government 

Th@   p0iti   s｛f《of-compartment8i   ati   n『as］ot｝erformed　   one《coop ， 

Frearms@were@the@most@ important@import@of@European@ cuture@ @@   a@ materi   l 

senso     Chri   ti   Ⅰ     ty『as @   a spi   Ⅰ   u8   and Ⅰ   to   Ⅰ   ctu@   sense ， The Spani   h 

mi   Sonary@ Franc@@   Xa Ⅴ     er@ came@to@ Kago6ma@ @@   1549.@ Prince@ Oda@ Nobunga 

(1534-1582) promoted”@   mi   $onary『ork ， Other｝ri   ces ， Damyos ， d@   the 

same ， They@ d@@   not@ protect@ Chri   ti   Ⅱ     ty@ because@ of@ roi   i   us@ reasons ， They 

hoped》o｜e‖b Ⅰ   to｝ush》he。uddhi   m｜ack》h@   way ， Buddhi   m｜ecame［ore 

and@more@powerf      @@   p0iti   s@and@had@pressed@the@state@hard ・ Furthermore,@the 

Princes『anted》o｝ush》rade『ith・urope ・ 

These@specuati   ns@turned@ri   h@@     The@Mi   $onari   s@h0ped@to@push@the@forogn 
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trade,@ and@Cath0i   i   m@ 9ad@@   h0ped@to@fi   ht@aganst@ Buddhi   m ， The@cath0i   

Chri   ti   Ⅱ     ty@had@won@many@fo@   wers,@especi   l@@   @@   the@upper@oass ・ It@seemed@as 

if@Japan@ wou@@   adopt@the@Western@ lifesty Ⅰ   ， However ， sudden4@   the@$tuat4   n 

changed,@ because@Japan@f9t@they@had@ been@threatened@by@the@for0gners@and 

started@ to@ di   po@   them 。 Evang6@@   HO@   nders@ and@ En9i   hmen@ h0ped@ the 

Japanese@to@fi   ht@agai   st@Cath0@@   Spa Ⅱ     ards@and@ Portuguese,@ because@they 

were@jeaous@for@econom@@   reasons,@ and@ they@ di   l@   ed@ Cath0i   i   m ， A@ Dutch 

l   gati   n@was@founded@@@   1609.@and@an@En9i   h@@@   1613.@w Ⅱ     ch@pushed@the@trade 

to@Japan ， Japanese@started@to@dev0op@th0r@fore@   n@trade@at@the@same@time@and 

sent@the@first@s Ⅱ     p@to@Me Ⅹ     co@ (Nova@Hi   pani   )@ @@   1610. 

Sudden@@   the@Japanese@poiti   s@changed@ i   conSderatel   ， Chri   ti   Uty@was 

for5dden@ @@   1614@and@ its@extermi   at Ⅰ   n@was@ordered ・ All@forogn@ mi   Sonari   s, 

who@were@still@ @@   Japan ， were@damned@to@ death@ penaty@@@   1617.@ ForGgn@trade 

was@a   Ⅰ   wed@on Ⅰ   at@Hirado@@@   NagasaK     ， Japanese@were@not@a   Ⅰ   wed@to@ Ⅰ   ave@the 

country@ anymore@ $nce@ 1621.@ FnG*@   Ⅰ   emitu@ for5d@ al@ for0gners@to@ stay@ i   

Japan ， On@@   H0l   nders@and@ Chi   ese@were@a@   wed@to@stay ・ All@ b@@   s Ⅱ     ps@were 

destroyed,@ and@ on@@   coastG@   traff@@   was@ Gl   wed ， Japanese@ Christi   ns@ were 

furthermore@pursued ， There@were@no@Chri   t@   ns@@@   Japan@anymore@by@1640. 

Th@@   was@the@fist@peri   d@of@connecti   ns@between@Japan@and@the@west ， Surel   , 

Japan@d@@   not@want@to@do@without@the@connecti   ns@with@Europe ， They@wanted@to 

use@European'@s@goods@and@ i   venti   ns ， So,@around@ 16@to@ 20@H0   Ⅰ   nders@were 

a@   wed@to@li   e@on@the@smal@ i   l   nd@ DeZma@@@   Nagasak     ， Thor@trade@with@Japan 

was@stri   t@@   mo Ⅰ     tored ・ Foremost@@@   the@begi   ni   g@of@the@18th@century@and@above 

al@the@begi   Hng@of@the@19th@century,@qUte@a@number@of@Japanese@started@to@l   am 

Dutch,@and@to@study@and@@@   order@to@take@over@European@medi   i   e,@soence,@and 

technque ， Japanese@got@a@good@ knowl   dge@ about@ med Ⅰ   i   e@ by@ Dutch@ and 

espeCG@@   German@phy$Cans ， for@exampl   ， Eng0bert@Kaempfer@ (1651-1694     

1690-1692) ， Thunberg@ (1743-1828@     1775-1776) ， P Ⅱ     ti   p@ Franz@von@S Ⅰ   bo Ⅰ   
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(1796-1866@     1823-1829@and@1859-1861) ， 

HO   Ⅰ   nd@had@prov@   ed@Europe@with@Japanese@merchandi   e@li   e@gol   ， cupper ， 

S@   ,@camphor,@chi   aware,@bronze,@f Ⅰ   wers,@ornamentG@   p Ⅰ   nts,@etc ， Japan@got 

hardware,@wi   e.@arms,@woven@goods,@oocks,@barometer,@thermometer,@etc ， 

Toyotomi-Hi   eyo$@     was@the@fist@statesman,@who@reasoned@that@Chri   ti   Ⅱ     ty@i   

not@compati   @@   with@the@Japanese@fo ㌔Ⅲ of@government ， Tokugawa-l   eyasu@was 

@@   the@begi   ni   g@of@h@@   i   cumbency@not@for@th@@   opi   i   n,@but@fi   a@@   changed@ hi   

mi   d ， These@were@the@reasonS     

Ⅰ )  Chris Ⅱ an@ Ⅳ dlsrega ア @ded  the  law   

2)@ Ⅰ   offended@Japan's@roi   i   ns 

3)@ Chri   ti   ns@were@at@most@0ected@from@the@soc Ⅰ   ty 

4)@ Chri   ti   Hty@was@oose4@   li   ked@to@the@trade@with@Span@and@it@seemed@as@if 

Span@wanted@to@conquer@Japan ・ 

5)@ There@ was@ an@ eventu8i   y@ that@ some@ ambi   i   us@ Pri   ces@ will@ abuse 

ChnS 栢 an@ ゆ fo ァ OW Ⅱ b ァ adS. 

Another@reason@was@the@egg Ⅰ   g@beha Ⅴ     or@of@the@mi   $oners ， 

III ， Lecture ， 17.@November@1942 

Ladi   s@and@Gent Ⅰ   me Ⅱ     

We@have@discussed@the@problem@of@Christianity@and@the@foreign@affairs@during 

the@l   st@ Ⅰ   cture ， We@have@to@thi   k@about@two@facts@before@we@go@and@estimate 

the@s0f-compartmentai   ation@of@the@Tokugawa-Government: 

1)@ It@W8s@an@exPi   it@expresSon@of@Japan's@autonomy,@its@s0f-confi   ence 

2)@ Th@@   poiti   s@was@not@@   d@by@rancor@agGnst@other@states ・ Japanese@aways 

have@a@sense@for@the@European@c Ⅱ   ture ・ It@@@   very@important@to@know@that@thi   

poiti   s@ was@ not@an@ i   t0   Ⅰ   ctuG@   compartmentai   ati   n@ of@the@Japanese 
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nat Ⅰ   n,@but@a@territori   ， If@we@will@be@ab@@   to@understand@th Ⅰ   ,@we@will@be@abl   

to@understand@Japan's@reopeni   g@and@the@sPrit@of@Mei   i-4   i   ， 

Japan@reopened@itsof@@@   1854@by@$gni   g@the@agreement@with@Ameri   a ・ Duri   g 

those@two@hundred@years@of@compartmentai   ati   n,@a@l   t@of@important@cUtur8   

aspect@ happened ， We@ have@to@ say@that@the@endeavor@of@the@ uRfi   ati   n@ of@the 

Em9re@by@the@Tokugawa-Government@was@successfU:@The@power@of@the@feud6   

lords@were@weakened ， the@Japanese@lived@in@peace@during@the@whole@time ， and 

the@number@of@pop Ⅰ   ati   n,@and@the@economy@improved ・ 

The@ l   st@fact@ @@   very@i   teresti   g,@ because@by@improved@the@economy,@ the 

econom@@   power@ became@ more@ and@ more@ centr3i   ed ・ Fi   64@   it@ @   d@ to@ the 

exPrati   n@ of@ Feud8i   m,@ because@the@ fi   an0@@   status@ of@the@ Samura@@   were 

threatened ・Ⅰ   security@has@begun@as@w0l@@@   the@admi   i   trati   n@by@the@Tokugawa- 

Government@as@by@the@feud@@   l   rds ・ 

The@founder@of@the@Tokugawa ・ Government,@Tokugawa ，Ⅰ   eyasu@ (1542-1616) ， 

started@ to@ reorgani   e@ the@ l   tern8@   soo8@   system ， He@ scotched@ trade@ and 

promoted@ Confu0ani   m@ to@ buttress@the@feud3i   t@@   system ・ He@ structured@ the 

30-milli   n-peoPe-nat@   n@ @   to@ four@rankS@     Samurai   ,@ farmers,@ craftsmen,@ and 

merchants ， However,@ th@@   reorgan Ⅰ   ati   n@ has@ been@ a@ prob@   m,@ because@trade 

was@Gready@hi   hly@devel   ped@at@that@ti   e ・ Therefore ， the@so ・ c8   Ⅰ   d@absoutisti   

and@centr8i   ed@feudGi   t@@   system@was@accepted@Gthough@it@was@contradi   tory ・ 

The@caPt@@   dev0oped@@@   Europe@from@trade-caPt@@   duri   g@the@Ren3ssance@has 

changed@i   to@i   dustri   l-caPt@@   at@the@time@of@the@l   dustri   l@revo4   ti   n ・ However, 

Japan@devooped@back@to@Feudai   Ⅲコ 

The（   tern@   traff@   h0ped》he…ommerce》o｝rosper ・ The．amyos (the 

Pr Ⅰ   ces),@who@had@to@move@to@the@caPt8@   for@haf@a@year,@ needed@money ， The 

merchants@of@Kyoto@and@osaka@then@l   nt@it@to@them@for@a@di   trant@upon@the@rice- 

harvest@ @@   h@@   pro Ⅴ     nce ， So@ a@ weathy@ bourgeoi   @@   came@ up@ duri   g@ two 

gene ァ a 卸 ons.ltwas,in き p は eofallhost Ⅲ 靭 bySamu Ⅱ ai,ve Ⅳ impo れ antbytheend 
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of》he・ ， The｝roverb（s: "The  Prlnces Ⅱ 甘 er,when  lhe  merchants  a Ⅱ e 

angry" ， 

The@new@econom@@   system@deve Ⅰ   ped@very@qUcRy@@@   sPte@of@the@feudai   t Ⅰ   

con Ⅰ     ti   ns ， The@Damyo's@weath@near@the@Tokugawa-re9me@was@the@source@of 

profit》hat》he［erchants『ere Ⅰ   n9ng’or ・ Usua@   merchants”ope》hat》he 

feuc Ⅰ   li   t@@   system@will@ dem0i   h ・ On@the@contrary,@the@Japanese@merchants 

hoped》hat》he’eudai   t@   system『oUd〉emGn‖nd『ill“i   e》hem…onUti   ns 

for‖ggl   merati   n｛f》h0r｝rofit’orever ， 

Here@we@are@ab@@   to@see@a@rare@examPe@@@   hi   tory ， 4@   @@   a@speC9@   caPt8i   m 

that《upports》he’eudGi   t@   system ， As…uri   us‖s（t［i   ht｜e,‖nd［aybe『e 

are@not@a5e@to@understand@it,@th@@   system@have@ Ⅰ   sted@two@hundred@year$@     th@@   i   

because of Japan' s geograph@   condi   ions, and the poli   y of s0f- 

compartmentai   ati   n,@ whi   h@ was@ ab@@   to@ stop@ the@forogn@ commerce,@ and 

0im@   ate@trade ， 

However,@ no@ country@ had@ i   terest@to@ open@ th@@   0osed@ EmPre@at@that@time ・ 

These｝eacef@   conUti   ns〔ept》he…ountry《afe ， But》he・ 

po$ti   e@compartment9i   ati   n@ @@   the@free@worl   ， Th@@   free@wor@@   turned@ i   to@ a 

European@and@Ameri   an@Urected@worl   ,@w Ⅱ     ch@ pressed@towards@Japan ， At@th*   

time,@it@Was@necessary@to@dev0op@Japan's@i   frastructure ， The@Mei   i   l   @@   (1868) 

was‖t》he》i   e》he｜est‖nd｛nly［ethod’or゛apan》o《tand》he『or@   po       tic｛f 

the@19th@centu ⅡⅤ・ 

However, not on Ⅰ   have》o con$der》he《oo8   and econom Ⅰ   aspects, but 

also@ the@unification@of@the@state@by@the@Tokugawa ・ The@problem@is@that@a@lot@of 

feudai   t@   0ements《till exi   ted,『hi   h『ere @   di   crepancy》o》he《pi   it｛f 

u Ⅱ     fi   ati   n ， Especi   l Ⅰ   the@beha Ⅴ     or@of@the@Tokugawa@to@the@sPritu9@   head@of@the 

Empie,@the@Tenno,@was@such@an@el   ment@ (Mi   ado) ・Ⅰ   seemed@that@by@the 

mi   d Ⅰ   of》he・   ,｜ut 

Ⅱ was ア o 甘 en@and,lntheend,notableto  stand  theexternaloccu アア ence. 
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There@@@   no@doubt;@the@evol   ement@of@Japan's@structure@duri   g@Mei   i-@   @@   @@   i   

caus8@   connecti   n@ to@the@ cUtur@@   evol   ement@of@that@tme,@ espe0G@@   the 

educati   n@system ・Ⅰ   eyasu@was@an@exco   Ⅰ   nt@gener6.@statesman,@and@patron@of 

the@ nati   n@@   c Ⅰ   ture ， He@ and@ h@@   successors@ imported@ works@ of@important 

C Ⅱ     nese@p ⅡⅠ   sophers@and@authors@and@pri   ted@them@@@   Japan ， 

Some@feudG@   l   rds@were@a Ⅰ   o@important@for@the@cUtur8@   evol   ement ， They@had@a 

knd@of@autonomY@     and@so@there@was@@@   near@@   every@pri   OpGity@a@state@scho0   

for@hi   her@educat Ⅰ   n,@Gl@together@200.@The@hi   h@l   vo@   of@those@schoo@@   promoted 

the@absorpti   n@of@European@know Ⅰ   dge@during@the@Mei   i-period ， 

I@ wo Ⅱ   d@ li   e@to@di   cuss@about@the@evol   ement@of@the@sPrit@of@the@state@now ， I 

will@di   cuss@about@the@evo@   ement@of@criti   G@   thoughts@@@   the@organi   ati   n@of@the 

state:@ Confu0an@   m,@ humaHti   s,@ Shi   to,@ and@ the@Japanese@ C@   s6c@   had@ an 

important@i   f@   ence@on@the@topi   ， 

IV ， Lecture ， 24.@November@1942 

Ladi   s@and@Gent Ⅰ   men     

We‖re“oi   g》o‥i   cuss》he“eneaogy‖nd》heヽenai   sance｛f》he゛apanese 

sPrit@duri   g@the@Tokugawa ， Peri   d@today ・ tt@@@   the@peri   d@from@the@begi   n Ⅰ   g@of 

Japan's@modern@times@until@the@Mei   i   Ⅰ   i   ， 

Japan@was@deep@@   i   f@   enced@by@Chi   a@duri   g@the@Kamakura@Peri   d@and@the 

Muromati@Per Ⅰ   d ， Chi   a@had@the@status@as@a@paragon@and@ teacher ， However,@it 

has@l   st@its@status@Snce@Japan'@s@cUture@awoke ・ Confu0ani   m@was@adopted 

from@C Ⅱ     na@and@the@ma@@   theory@of@the@Feudai   t@@   system ・ Espe0a@@   the@scho0   

of@Chu ， Hsi@of@the@Tokugawa ， Government@was@minded@ by@this@theology ・ So ， 

Chi   a@turned@to@be@an@i   eo Ⅰ   g@   @@   exi   tence ， Such@Knd@of@cUtur6@   poiti   s@are 

responSb Ⅰ   for@s0f-contradi   ti   n ・Ⅰ     na@@   it@was@joi   t Ⅰ   respon$     Ⅰ   e@for@the@fal@of 

the@Tokugawa-Government ， BeSdes,@l   eyas@nomi   ated@HayaS-razan@ (1583- 
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1657),‖，onfuoani   m｝ Ⅱ     l   sopher｛f》he《cho0   of，hu-H3.‖s…ounsoor｛f 

the@government ， H@@   descendants@admi   i   trated@Japan's@educati   n@for@a@l   ng 

ti   e ， Theヾyogun｜estowed》he？ayasi ， fa Ⅲ     ly》he》it@   "D8gaku］o゜a Ⅲ     " ・ It 

was@ roated@ to@ the@ rectorate@ of@ the@ highest@ school@ @@   Japan,@ called 

"Syoohokoo" ・ 

The@scho0@   of@Chu-H6@     of@Yedo@ Ⅴ     ndi   ated@ the@contemporary@ p0iti   s ， The 

CHnese@s0ence@were@treated@ and@ preserved@ as@the@ Ⅱ     ghest@ expres$on@ of 

c Ⅱ   ture ， And@the@scho0@   of@Chu-H6@     @@   Kyoto@ evol   ed@ the@ pri   ate@scho0@   of 

YamazaR@     Ans8     ・ He@ behe@@   @@   Japan'@s@form@ of@government@the@ hi   hest 

i   carnati   n@of@Confu$ani   m ， But@ he@al   o@studi   d@ Shi   to@ and@tri   d@to@di   cuss@ it 

based@on@the@Sung ・ philosophy ， This@doctrine@was@called@Suika ・ Shinto ・ 

Therewi   h@ he@ d@@   not@ di   ect4@   assaUt@ the@ poi   i   8@   organi   aton@ of@the 

Tokugawa-Government,@ but@ he@ emphasi   ed@ the@ posture@of@the@Tenno ， As@ a 

resu@   ,@ h@@   students@ d@@   not@ accept@ the@ legi   imacy@ and@ suzeranty@ of@ the 

government ・ Th@@   schoo@   had@ not@on@@   i   fl   ence@ @@   hi   toric8@   evol   ement@ @@   the 

pri   0paity@of@Mito@ (Mito-doctri   e),@but@8so@@@   the@Ki   no-movement@by@the@end 

of@the@Tokugawa@era ， 

The@sof-confidence@of@a@nati   n@ @@   9ways@supported@ by@studi   s@ of@hi   tori   a   

s0ence ， Th Ⅰ   tendency@was@ a Ⅰ   eady@ noti   eabl   ,@ when@ the@fist@Tokugawa- 

Government@i   augurated ， l   emitu.@the@t Ⅱ     rd@ Syogun,@ as6gned@ the@ p Ⅱ     l   sopher 

Haya$@     Razan@to@author@a@story@about@Japan ， Tt Ⅰ   d@ "Hontyo@hennen@Roku"@ was 

puUi   hed@duri   g@the@Syuhoo ・ Peri   d@ (around@1644) ・ Unfortunate Ⅰ   th@@   work 

was@destroyed@by@fire ， However,@the@fourth@Soyogun@asked@Razan's@son,@Haya6     

Syunsa,@to@write@a@new@story,@whi   h@was@pu5i   hed@duri   g@the@Kambun-Peri   d 

(around@1670) ， The@ti@@   was@ "Hontyo@Tugan"@ ， 4   eyasu's@son.@Tokugawa 

Yosnao,@kwho@was@Prince@of@owari,@was@the@pu5i   her@of@ "Rui   yu@ Ni   ongi     ・ 

Be$des,@he@set@up@an@assemb Ⅰ   ge@of@works@of@Japanese@stori   s ， But@there@were 

Gready@many@savants@worKng@on@Japanese@hi   tory ， 
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A@grandson@ of@ Ⅰ   eyasu ， the@ Pri   ce@ of@ Mito ， Tokugawa@ MitukuH     ， studi   d 

Japan's@hi   tory@on@a@@   rge@sc8e ， He@used@the@Chu-H@@   p Ⅱ     l   sophy@of@nati   na   

po Ⅰ   t@ of@vi   w@ Ⅰ   the@ stri   test@ utili   ati   n ・ He@founded@ an@ i   stitute@for@hi   tori   a   

research@@@   1657@ (the@t Ⅱ     rd@year@of@Myorek),@whi   h@was@cal   d@ "Syookookan" 

s@   ce@1672@ (the@12th@year@of@Kambun) ， Asaka@Tampaku ， Kuri   ama@Sempo ， 

Mi   ake@Kanran,@l   ter@Tatiwara@Sui   en,@HuZta@Yukoku,@and@Ai   awa@An@are@a@few 

of@the@exc0   Ⅰ   nt@savants@of@th@@   i   stitute ， Kuri   ama@and@Mi   ake@were@Ansa's 

students ・ The@tit Ⅰ   of@the@story,@they@were@working@on,@was@ "D@@     Ⅱ     honsi" ， It 

consi   ts@ of@ 397@ parts@ and@ 226@ v0umes ， Four@ of@these@ vol   mes@ consi   t@ the 

catGogue ， The@m8n@part@was@fi   i   hed@@@   1720@ (5th@year@of@Kyooho Ⅰ   but@the 

work@was@completed@in@1897@ (30th@year@of@Meizi) ， The@principal@a@@   was@the 

itemi   ati   n@ of@the@gene8ogy@of@the@ Imperi   l@ Famil   ・ Th@@   genea Ⅰ   gy@was,@ @@   a 

sense@of@the@stri   t@@   bound,@@@   honor@of@the@i   ea@of@the@state ・ The@ Ⅱ     ghest@di   Uty 

of@the@Tenno@and@the@Imperi8@   Fami@@   was@phrased ・ On4@   the@Southern@Dynasty 

was@treated@as@the@l   gG@   one ， 

Shinto@was@established@on@the@Buddhist@religion@as@it@evolved ， The@Japanese 

gods@ became@ i   carnatons@ of@ Ⅰ   di   n@ gods ， Th@@   par8@   li   m@ was@ ca@   d 

"Ryoobu-Si   to" ， However,@Confu0ani   m@a Ⅰ   o@became@a@part@of@Shi   to@around 

the@14th@century@ (Nambokutyo ， Period) ， The@oements@of@Confuci   Ⅰ     sm@got 

stronger@by@the@ begi   ni   g@of@the@Tokugawa ， Peri   d ・ Fi   a@@   Buddhi   m@was 

edged@out ・ YamasaR@     Ans6's@thoughts@are@as@exampl   ， Ever@Snce@savants@have 

started@to@i   vestj   ate@the@Japanese@C Ⅰ   s6c,@nati   n@@   natur@@   r0i   i   ns@were@born 

@@   mi   U@     and@fi   G@@   al   o@Confuoani   m@was@edged@out ・ 

Motoori@Nori   aga@ (1730-1801)@ and@ Ⅱ     rata@Atutane@ (1776-1843)@ were@very 

important@to@the@i   vesti   ati   n@of@the@Japanese@Cl   ssi   ， They@redi   covered@the 

re3@   sense@of@S Ⅱ     nto@as@ primiti   e@natur6@   roi   i   n@and@ori   i   G@   roi   i   n@ of@the 

Japanese@nati   n ， The@Japanese@C@   s8c@started@wih@the@i   vestgaton@ of 

Manyosyu@by@Kotyu@ (1640-1701) ， H@@   successors@were@ "the@four@savants" 
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("Kokugaku@no@Sidaizin")@ :@Kada@no@Azumamaro@ (1669-1736) ， Kamo@Mabuti 

(1697-1769) ， Motoori@ Norinaga ， and@ Hirata@Atutane ， Besi   es@studying@the 

OasSc8@   literature,@ Kada@no@AZumamaro@al   o@studi   d@ the@o@@   hi   tori   @@   codes 

of@ @   w@ and@ the@ o@@   Japanese@ customs@ and@ rites ， He@ even@ tri   d@ to@ found@ a 

Uni   er6ty@for@Japanese@Cl   s6c ， 

Those@i   eas@were@important@for@the@refus@@   of@the@Syogun@government@and@the 

reesta5i   hment@of@the@Tennos@abso Ⅰ   te@power ， The@forogn@ten3ons@ by@the 

mi   d@@   of@the@19th@century@were@the@l   st@impul   e@for@the@reversa   ・ It@was@ob Ⅴ     ous 

that@ Japan@ was@ not@ ab Ⅰ   to@ absorb@ the@ European@ cUture@ without@ maRng 

sacrifi   es ， 

There@@@   a@0fference@among@the@stuat Ⅰ   ns@ Ⅰ   the@Pa0f Ⅰ   of@the@former@times, 

when@ Spa@@   owned@ the@ P Ⅱ     li   pi   es@ and@ Mexi   o,@ the@ Mi   g@ Dynasty@and@ the 

Ch Ⅰ   g-Dynasty@fought@aganst@each@ other@ Ⅰ   C Ⅱ     na,@ and@ today ・ Japan@ has@the 

most@ important@ part@ @@   th@@   matter@today ， The@ one,@ who@ @@   i   terested@ @@   thi   

matter,@will@on Ⅰ   be@ab Ⅰ   to@understand@Japan's@po$ti   n@by@studYng@Mei   i-l   i   ， 

However,@he@@@   not@8@   wed@to@i   nore@about@the@300@years@before ・ 

注 

1. これにより、 それまで現地の 大学から受ける 手当てに頼りながら 日本語・日本 

文化講座を担当していた 者にも助成金が 支給されるよ う になった。 

2. 外務省 (1995) 昭和 11 年度版 252 頁、 256 頁、 及び、 昭和 14 年度版 142 頁による。 

3. 多くの場合、 戦争の激化に 伴い帰国が危ぶまれていたためと 思われる。 

4.  フィンランドに 渡った経緯は 、 -Ogawa(2002C) 、 肘 ll(2003)  に詳しい。 

5. 「現代の日本」の 講義内容は、 Ogawa(2002c) に掲載。 

6. 「日本文化の 展開」の講義の 概要は、 小川 (2002b) に掲載。 

7. 「日独防共協定締結以降の 日独文化交流におけるドイツの 態度はそれまでとは 

違 い 、 必要以上に日本の 精神文化をドイツに 移入することを 希求し、 ドイツの 

精神文化を日本に 浸透させることを 求めた」 ( 橋本正和 2000:76) 。 
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8 . 原稿、 その他の資料は、 桑木 土思子 氏ょ り 拝借し、 使用許可を い ただいた。 原 

文からの翻訳は、 DetlevS ㎞ lve 氏によるが、 文責はすべて 筆者にあ る。 
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